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1. はじめに

2. 提案回路

図２. 差動型SARADC

SARADCでは1つの比較器を
何度も使用して変換を行う

ため，電源電圧の低下や高分解能化等により，比較
器に求められる精度が上昇し，消費電力や回路面積
の増加に繋がってしまう．そこで，DACを差動化[2]す
ることで比較時の電位差の増加やキックバックノイ
ズの影響の低減などを試みた．また，低電圧動作を
実現するために，比較器のグランド側を0V以下に降
圧[1]することにより，比較用パスの電位差を確保す
ることで，比較精度の向上を試みた．本稿では，上
記の工夫により，分解能を先行研究の8bitから2bit増
加した10bitのSARADCの設計・レイアウトを行った．

3. シミュレーション・実測結果

低電圧で動作する
AD変換器が必要

環境発電で
得られる電力は少量

無線化した電源を
環境発電で確保

IoTの発展に伴い
WSNが普及

表１. 環境発電で得られる電力量

提案回路を設計・レイアウトし,実測を行った．測定
条件は電源電圧0.5，0.6V，サンプリング周波数50kHz，
入力周波数5kHzで出力波形を測定し，FFT解析により，
各指標を算出し評価する．図4,5にその結果を示す．
また,先行研究との性能比較を表2に示す．

4. むすび 本稿では，0.5Vという低電圧でも動作可能
な逐次比較型AD変換器を設計した．提案回

路は先行研究と比べ高い性能を示したが，実測時に大幅に精度
が劣化してしまった．これは寄生容量の影響でレジスタの動作
速度が低下(図6)してしまい，正しい逐次比較が行われなかった
ことが原因と考えられる．したがってレジスタの駆動力を強化
することで，ある程度の改善が見込める．
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図１. WSNの利点[1]
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図４. 提案回路レイアウト図

図５. FFT解析結果(VDD:0.5V) 図６. FFT解析結果(VDD:0.6V)

表2. 先行研究との比較 

図７.精度劣化の原因

本来はここ
で比較

図３. 比較器
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